



















6 当面は. :¥1ミllfi:lの刊行とし，原稿の締切りは毎年 10月31Bとします。
7 執筆要項は. r筑波大学先史学・考古学研究j編集委員会(@305-8571 つくば市天王台 1-1-1筑波大































9 註は，本文右肩に 1)，2)ー -の番号を付し 文末に一括してください。
10 引用文献は，本文または註の中に( )に入れて，著者姓.刊行年(西暦で表記):該当頁数を記してください。
i可じ著者で同一年に複数の文献がある場合には，刊行年の後に刊行)1買に a，b， c， を付してください。













(6)翻訳書を用いた場合は，原書について{ }内に (1) により記してください。
例 浅野清 1953 r法隆寺建築指:観j京都大学文学部考古学叢議: 第 IllIl 京都使ポIJ1丈
小林行雄 1957 8版(1951)r日本考古学概説j東京 右IJ元社
ラウス，1. 1974 ~.先史学の基礎理論j 鈴木公雄訳，雄山間iJ:\J:友 {Rouse，1.1川rodllctiol7() PI・'ehistol)'
New York: McGrm九I-l-ilBook CompanyJ 
竹内3il三編 1962 訂正4版 (1943 訂正 1962)i法隆寺伽藍縁起封二流記資材'1日ミJr寧楽j童文j
下巻東京堂出版
仁iコ村1]香 1791 (宝麿 1) i房総志料j改定房総叢書刊行会編 f改定房総叢書j第3輯 1959 
[1941 ) 同刊行会
藤本弥城 1988 i茨城県広):Ill貝塚の晩期縄文土器Jr考古学雑誌j第 73巻第4号 1-35頁
森 郁夫 1987 i第E章調査経過と概要」奈良国立文化財研究所編 f薬師寺発掘調査報告j
本文奈良国立文化財研究所学報第4511 奈良国立文化財研究所 16-22頁
Caley， E. R. 1971 Analyses of some metal artifacts台omancient Afghanistan. In R. H. Bril (ed.)， 
Science and Archaeo!ogy. Cambridge， MIT Press， pp.1 06-113 
Keeley， L. H. 1974 Technique and methodology in microwear studies: a critical review. Wor!d 
Archaeo!ogv 5-3ヲpp.323ω336 
Wheeler， R.E. M. 1954 Archaeo!ogv.fi'ol71 rhe Earth. London， Oxford University Press. 
12 写真はモノクロームとし，図は黒インクで製Izlしてくださし、。写真 図 表は縮尺を指定してくださし、
仕上がり寸法は表題も含めて，縦 20.6cm. 横 13.4cm以内に収めてくださし凡なお，写真の掲載に関し
てアート紙を希望する場合は，事前に編集委員会にご相談ください。
13 写真，図，表には，表題，説明とともに典拠を明示し別紙の原稿としてくださし、。なお，本文での挿
入場所を必ず明示してくださし」また，デジタルファイルでの入稿も可能です。
14 1:zI.表内の写植文字等は本文ファイルと閉じメディアに別原稿として入れておいてくださし」
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